A Case of Hemangioblastoma in the Kidney by 八田, 栄造 & 三浦, 武芳
Title腎に於けるHemangioblastomaの1例
Author(s)八田, 栄造; 三浦, 武芳











腎 に於 け るHemangioblastomaの1例
京都大学医学部泌尿器科教室(主任 稲田 務教授)
助 手 八 田 栄 造
研 究 生 三 浦 武 芳
          A Case of Hemangioblastoma in the Kidney 
                 Eizo  HACHIDA and Takeyoshi  MIURA
        From  the Department of Urology,  Faculty of Medicine, Kyoto University 
                          (Director : Prof. T. Inada) 
   We reported hemangioblastoma of the kidney in woman aged 19 years 
which was rare in literatures. 
   The patient had only a chief complaint of abdominal tumor and no other 
subjective symptom. Of course, she had neither hematuria nor urination pain. 
As a result of various urological examinations, she was diagnosed as doubt 
of solitary cyst in the right kidney and so was subjected the operation of 
right nephrectomy. 
   The cyst was proved to be hemangioblastoma with low grade malignancy 
by its histological  ',examination. It formed a great cyst which had 11cm. 
diameter and filled with dirty blood fluids. The remained renal parenchyma 
existed at the lower part like an appendage but its function was kept as al-
most normal conditions.
緒 言
腎 に於 ける血管腫は稀 有 なる疾患 で,執 拗 な
る血 尿を主訴 とし,そ の病巣 の小 なる ものは捌
出腎 に就 ての病理 組織学 的検索 によ り初 めて 発
見 せ られる ことあ り,又 レ線像 に於 て僅 かに腎
蓋 の陰影欠損が認 め られるのみの ものあ り,所
謂 「特 発性腎出血」 として別出 された ものの中
に認 め られ る事 もある.現 在 までの 内外 の丈献
に於 け る報告は,か か る顕微鏡 的な ものよ り腎
の略7(1/3を占めるに至 る もの まで種 ・P〈の大き
さの ものが ある.我 々は今回,腎 上 極に大 なる
嚢 腫を形成 し,且 つ この腫瘍 のみで他 に血 尿そ
の他 何等 の症 状 もな く,全 身的に も影響が なか
つた と ころの,腎 血管腫 としては稽 々非定 型的





























































































未熟な 血管 内皮 形成細胞 から発 したか な り悪性の
Hemangioblastomaと診断 した.(第6図)
考 按
血管腫は周知 の如 く通常皮膚 に見 られ(血 管
性母斑)叉 海綿状 のものが 内臓に於 ては肝 に多
く見 られ る,腎の血管腫は稀 で1867年Virchow
の発表 した ものが初例 とみな され,そ の後 の内
外 の報告 も極 めて少 く,本 邦 では明治44年の福
田氏 の剖検例が 初例 とみ られている.1949年黒
田氏は 自験例1例 を加 えて約80年間の世界 丈献
か らよ うや く88例を集 めて いるにず ぎない.全
腎腫瘍 中の頻度 は,各 ク リニッ クに於 ても1%
にも満 たな い低 率で,Bel1(1938)によれば16
1例中1例,Pitrolffy-Szabo(1940)によれぱ
165例中3例 で あるという.我 教室 に於 ても太
藤氏(1951)の統計 に よれば,大 正8年 より昭
和23年迄 の30年間 に腎腫 瘍 として別翫せ られた
腎 の31例中,血 管腫は1例 もな い.
本症 に於 ては血尿が殆 ん ど必発 の症状で,腫
瘍 の大き さが顕微鏡 的 なものでに その極小病変
にも拘 らず執 拗な る血尿を持続す るもので,種
汝の臨床検査,レ 線撮影 に於 て も原 因の不 明な











































4)福 田=日 病 会 誌,1:121;1911,
5)黒 田:日 泌 誌,40=89,1949.
6)大 野:皮 泌 誌,23=812,1923.
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